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		　国際規格化されたPDF関連の規格が多すぎるので少し整理してみました。
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PDFの全機能を盛り込んだ国際規格

PDF 1.7をベースにPDFの全機能を盛り込んだ国際規格が2008年にISO 32000-1:2008として承認されました。現在、後継のPDF 2.0がISO/DIS 32000-2として検討されています。

　なお、PDF1.7の国際規格化以降はPDFはAdobeの手を離れて、ISOが管理する規格になり、仕様の策定は情報やイメージ管理の非営利の標準化団体AIIM (Association for Information and Image Management) が進めているようです。

	PDF
	PDF 1.7(ISO 32000-1:2008）
	PDF 2.0(ISO/DIS 32000-2）※審議中





　

　規格書は約25,000円強とお求めやすいとは言い難い価格ではありますが、幸いISO 32000-1はAdobeが以下のサイトで無料で公開してくれています。ありがたい。

	PDF Reference and Adobe Extensions to the PDF Specification | Adobe Developer Connection [ADC]
“[PDF]Document Management – Portable Document Format – Part 1: PDF 1.7, First Editionfile“がISO 32000-1に該当します。章節番号もISOの規格票と一致しているそうです。ちなみにExtensionLevel〜とある仕様は、Adobeの独自拡張。


参考

	Portable Document Format – Wikipedia
	PDFテクノロジーセンター | Adobe PDFテクノロジーセンター
	PDFの国際標準化への歩み– アンテナハウス


　

PDFのサブセット版国際規格

　PDFの仕様を目的に応じて部分的に切り出して国際規格化したものを挙げてみました。まだ、国際規格化されていないので、ここでは挙げていませんが、PDF/H（ヘルスケア）も国際規格化にむけて検討が進められているようです。

PDF/A（長期保存用）

長期保存用に利用されることを目的とした規格で。フォントの埋め込みや暗号化の禁止や外部依存性の排除など長期的なコンテンツへのアクセスの担保に適したものになっています。

	PDF/A-1(ISO 19005-1:2005)
	 PDF1.4がベース。
	PDF/A-1a(ISO 19005-1完全準拠)。
	PDF/a-1b(ISO 19005-1一部準拠)。



	PDF/A-2 (ISO 19005-2:2011)
	PDF 1.7(ISO 32000-1)がベース。
	PDF/A-2a(ISO 19005-2完全準拠)。
	PDF/a-2b(ISO 19005-2一部準拠)。
	PDF/a-2u(ISO 19005-2一部準拠。bに加えてテキスト内のユニコード値を取得できること)。



	PDF/A-3(ISO 19005-3:2012)
	PDF 1.7(ISO 32000-1)がベース。
	PDF/A-2を任意のファイル形式の埋め込みに対応させたもの。
	PDF/A-3a(ISO 19005-3完全準拠)。
	PDF/a-3b(ISO 19005-3一部準拠)。
	PDF/a-3u(ISO 19005-3一部準拠。bに加えてテキスト内のユニコード値を取得できること)。





参考

	PDF/A – Wikipedia
	PDF Standards – PDF/A
	PDF/A, Universal Accessibility– AIIM
	The PDF/A Competence Center —  PDF Association
	PDF/Aとはなにか — アンテナハウス
	PDF/A-2って、PDF/A-1と、どこがどう違うの？ — アンテナハウス
	続・PDF/Aとは― PDF/A-3について — アンテナハウス
	PDF/A-3　PDFの新しい目的 — アンテナハウス


　　

PDF/X（印刷用）

　　商用ベースの印刷に利用されることを目的とした規格シリーズ。さすがに沢山ありますねぇ・・・。

	PDF/X(ISO 15929）
	PDF/X-1a(ISO 15930-1:2001)
	PDF/X-2(ISO 15930-2)※発行されず
	PDF/X-3(ISO 15930-3:2002)
	 PDF/X-1a:2003(ISO 15930-4:2003)
	PDF/X-2(ISO 15930-5:2003)
	PDF/X-3:2003(ISO 15930-6:2003)
	PDF/X-4(ISO 15930-7:2008)
	PDF/X-5(ISO 15930-8:2008)※改訂されてISO 15930-8:2010に。
	PDF/X-5(ISO 15930-8:2010)


参考

	PDF/X – Wikipedia
	PDF/Xについて (1) PDF/X-1a– アンテナハウス
	PDF/Xについて (2) PDF/X-3– アンテナハウス
	PDF/Xについて (3) PDF/X-2– アンテナハウス


　

PDF/E（エンジニアリング用）

　技術文書の交換に使用されることを目的とした規格のようです。

	PDF/E-1（ISO 24517-1:2008）


参考

	PDF/E – Wikipedia
	PDF Standards – PDF/E
	I love software!: PDF/E(ISO 24517)について　個別　アーカイブ


　

PDF/VT（バリアブルデータ・トランザクション印刷用）

　　可変するデータに応じた印刷（差し替え印刷みたいなもの？）に使用されることを目的とした規格のようです。

	PDF/VT-1・PDF/VT-2（ISO 16612-2:2010）


参考

	PDF/VT – Wikipedia
	PDF Standards – PDF/VT
	The PDF/VT Competence Center —  PDF Association


　

PDF/UA（ユニバーサルアクセシビリティ）

　PDF/UAについては、また後日別のエントリで紹介しようと考えていますので、ここでは簡単に述べるにとどめますが、アクセシブルなPDFを作成するための一連のガイドラインを提供することを目的としているようです。

	PDF/UA-1(ISO 14289-1:2012)
	ISO 32000-1ベース







参考

	PDF/UA – Wikipedia
	PDF/UA, Universal Accessibility– AIIM
	PDF Standards – PDF/UA
	The PDF/UA Competence Center —  PDF Association
	I love software!: PDF/UA(ISO 14289-1)について　個別　アーカイブ


	


	
		 PDF, アクセシビリティ, 電子出版	


	
		投稿ナビゲーション

		アクセシビリティに配慮した音声や動画（映像）の代替コンテンツの提供の話
アクセシブルなEPUBの作り方 -ウェブアクセシビリティガイドラインとEPUB –


	
		
	



	


	


	
	
		
			Proudly powered by WordPress
			 | 

			Theme: tsumugi by youthkee.		

	

	










